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○ 平成 20年度遠野市一般会計補正予算（第 8号）

2月臨時会・3月定例会

▲定例会では市長の施政方針演述が行われた

平成21年度予算166億6,500万円可決

　平成 21 年 2 月臨時会が 2月 13 日に開催され、下記
議案を原案のとおり可決しました。
　平成 20 年度遠野市一般会計補正予算（第 8号）は、
国の第 2次補正予算に伴う「定額給付金」給付事業のほ
か、定額給付金プレミアム商品券事業について活発な質
疑が交わされました。

2月臨時会

〔 反 対 〕
平成 20年度遠野市一般会計補正予算（第 8号）
織笠孝之議員
　議会で審議をする前に新聞発表する事は、議会軽視と
言われてもやむを得ない。現在の市内の状況をみても、
雇用対策・生活弱者への社会保障対策を盛り込むべきで
ある。国の二次補正関連法案も決定していない事から、
現段階での定額給付金の支給に反対する。

〔 賛 成 〕
菊池民彌議員
　国の平成 20年度第 2次補正予算を受けて、本市の地域
経済の活性化のために、「定額給付金」給付事業、「地域
活性化・生活対策交付金」事業及び「子育て応援特別手当」
給付事業に取組むための補正予算であり、本市の地域活
性化を担う予算であると判断し、賛成するものである。

3月定例会
○ 遠野市介護保険高額介護サービス費等資金貸付基金条
例を廃止する条例の制定について

○ 遠野市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例の制定に
ついて

○ 遠野市市有林造成基金条例の一部を改正する条例の制
定について

○平成 20年度遠野市一般会計補正予算（第 9号）
○ 平成 20 年度遠野市国民健康保険特別会計補正予算
（第 2号）
○ 平成 20 年度遠野市老人保健特別会計補正予算
（第 3号）
○ 平成 20 年度遠野市後期高齢医療者特別会計補正予算
（第 1号）
○ 平成 20 年度遠野市介護保険特別会計補正予算
（第 3号）
○ 平成 20 年度遠野市ケーブルテレビ事業特別会計補正
予算（第 3号）

○ 平成 20 年度遠野市農業集落排水事業特別会計補正
予算（第 2号）

○ 平成 20 年度遠野市下水道事業特別会計補正予算
（第 3号）
○平成 20年度遠野市水道事業会計補正予算（第 2号）
○平成 20年度遠野市一般会計補正予算（第 10号）
○ 遠野市民センター条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

○ 遠野市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定
について

○ 遠野市統計調査条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

○ 遠野市特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

○ 遠野市教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

○ 遠野市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例の制定について

○ 遠野市福祉医療資金貸付基金条例の一部を改正する条
例の制定について

○遠野市わらすっこ条例の制定について
○遠野市わらすっこ基金条例の制定について
○ 遠野市保育の実施に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

○ 遠野市母子家庭医療費給付条例の一部を改正する条例
の制定について

○ 遠野市介護保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
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○遠野市下水道条例の一部を改正する条例の制定について
○ 辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上
の計画の変更について

○ 岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の増減及び岩手県市町村総合事務組合規約の一部変
更の協議について

○公の施設の指定管理者の指定について
○市道路線の廃止について
○市道路線の認定について
○市道路線の変更について
○字の区域の変更について
○平成 21年度遠野市一般会計予算
○平成 21年度遠野市国民健康保険特別会計予算
○平成 21年度遠野市老人保健特別会計予算
○平成 21年度遠野市後期高齢者医療特別会計予算
○平成 21年度遠野市介護保険特別会計予算
○平成 21年度遠野市ケーブルテレビ事業特別会計予算
○平成 21年度遠野市農業集落排水事業特別会計予算
○平成 21年度遠野市下水道事業特別会計予算
○平成 21年度遠野市水道事業会計予算
○ 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めること
について

河野　美智子氏（宮守町）

3月定例会・活動報告

○総務常任委員会（2月 18 日開催）
・ 平成 21 年度総務常任委員会が所管する予算概要につ
いて

○教育民生常任委員会（2月 20 日開催）
・平成 21年度生活環境部所管主要事業について
・平成 21年度健康福祉部所管主要事業について
 （3 月 3日開催）
・閉会中の継続調査について
○産業建設常任委員会（2月 27 日開催）
・閉会中の継続調査について
○遠野市政調査会（2月 5日開催）
・ 岩手中部広域行政組合一般廃棄物処理施設の進捗状況
について

常任委員会等の活動

○第 1回遠野市立中学校再編成調査特別委員会
　（1月 9日開催）
○第 1回遠野市立中学校再編成調査特別委員会幹事会
　（1月 9日開催）
○第 2回遠野市立中学校再編成調査特別委員会
　（1月 15 日開催）
○第 2回遠野市立中学校再編成調査特別委員会幹事会
　（1月 15 日開催）

遠野市立中学校再編成調査特別委員会活動経過

○中学校再編成に係る「住民から意見を聞く会」
　 開催場所 ： 附馬牛地区センター・土淵地区センター・
青笹地区センター（1月 26 日開催）

○中学校再編成に係る「住民から意見を聞く会」
　 開催場所 ： 綾織地区センター・小友地区センター・東
禅寺地区コミュニティ消防センター（1月 27 日開催）

○中学校再編成に係る「住民から意見を聞く会」
　 開催場所 ： 上郷地区センター・あえりあ遠野中ホー
ル・総合福祉センター（1月 28 日開催）

○中学校再編成に係る「住民から意見を聞く会」
　開催場所 ： みやもりホール（1月 29 日開催）
○中学校再編成に係る「住民から意見を聞く会」班長会議
　（2月 5日開催）
○第 3回遠野市立中学校再編成調査特別委員会幹事会
　（2月 10 日開催）
○第 3回遠野市立中学校再編成調査特別委員会
　（2月 13 日開催）
○第 4回遠野市立中学校再編成調査特別委員会
　「教育委員から意見を聞く会」（2月 27 日開催）

　住民から意見を聞く会を開催するにあたり、委員
を三班に編成し、1月 26日から29日までの 4日
間で9地区 10会場に、住民 234 人の出席を頂き、
意見を伺った。
　4項目の主な意見は、①計画案について、賛成だ
が枠組みをもっと時間をかけて検討すべきだ。再編
成の理念が見えてこない。2校案や 1校案も考えて
みては。地域の視点や子供の立場に立った再編では
ない。現計画案で、問題を解決する方向で実を結ん
でほしい。統合の必要性を感じない、など20項目。
②中学校のあり方について、30 人以下の学校を考
えると統合すべき。新学区、新設で人数割り振りが
平等になる統合ならいい、など9項目。③生徒の教
育環境について、通学時間にロスがでる、家族も大
変。免許外教員は今に始まったことではなく、今になっ
て出すのはおかしい。統合前に子供たちの交流や制
服を揃えた方が良い。クラブ活動できない環境にあ
るので統合は必要だ、など11 項目。④地域のあり
方について、学校は地域文化の象徴である。郷土芸
能の伝承に不安がある。過疎対策をどうするべきか
考えるべきだ。カントリーパーク構想から言ってもこ
の計画は無理がある。中学校がなくなると廃れると
いうが宮守は廃れていない、など11項目。
以上 4つの視点から意見が出され、中学校がなくな
る地域とそうでない地域での温度差を、委員多数が
痛感した。 （抜粋）

遠野市立中学校再編成調査特別委員会中間報告
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【質問】 総合食育センターの
施設整備は急がなければなら
ない課題だが状況はどうなっ
ているか。食材調達の目的に
農家等によって構成される事
業組合の立ち上げは。
〔市長〕整備手法、施設の設
計及び管理運営方法につい
て、財政的、法的検討を重ね
ている。構想の方向性は変わ
らないが、1年先送りし、平

成 23年度運営開始を目指して検討している。
【質問】市民協働による地域医療確保が必要である。医
療関係者の努力だけでは成り立たない時代である。受診
する側と医療関係者との相互理解と信頼関係が必要と考
えるが市長はどう思うか。遠野病院の現状は。
〔市長〕この 4月から内科医と整形外科医が 1人ずつ着
任の予定である。医師不足が叫ばれる中、地域医療を守
るためには、県だ市だと言っていられない。遠野病院と
連携した積極的取組の成果である。今後も市民との協働
で、より良い地域医療環境づくりに努めたい。
【質問】少子化対策・子育て支援総合プランでの遠野市
わらすっこ条例制定元年にあわせ、思い切って第 2子以
降の保育料無料化を検討し、子どもを産み育てる推進の
柱にしたいと思うのだが。
〔市長〕遠野に住む子どもたちが、健康で元気に、そし
て幸せに暮らせる「まち」を目指し、子育てするなら遠
野市と、感じてもらえるための市の約束事である。親子、
家族の絆の再認識と地域の連帯感の醸成によるまちづく
りにつながると考えている。第 2子以降の保育料無料化
は、条例施行元年に向け、力強く後押しするための提言
と受けとめ、国策としての課題であり、機会あるごとに
国、県に対して提言、要望していく。

地域医療の確保対策は

菊池 邦夫 議員

【質問】 農業生産 100 億円ア
クションプランの検証結果と
今後の取り組みは。
〔市長〕AST の成果、手ごた
えを感じている。本気に取組
もうとする農家の手ごたえを
得た。ASTは地道ではあるが、
チャレンジし、取組活動を続
けていく。
【質問】遠野農業の振興と農
業委員の係わりについては。

〔市長〕農業委員との連携について、積極的に進める。
【質問】耕作放棄地調査状況と今までの方策については。
〔市長〕昨年 8月～ 9月に農業委員会と共同で調査した。
その結果、耕作放棄地と見込まれた土地は、19.4ha で
あった。うち耕作可能地と判断された土地は 11.2ha で、
残りの 8.2ha は復元不可能に区分された。遠野市農林水
産振興協議会に「耕作放棄地部会」を設置し、部会中心
に、耕作放棄地解消計画を策定し、対策を講じていくこ
ととしている。
【質問】平成 21 年度予算編成の特徴的なものは、経常
収支比率が例年 80％台となり慢性化傾向にあるのでは。
また国の地方財政対策の係わりは。そして後年度の財政
見通しについては。
〔市長〕遠野スタイル創造ステップアップ予算として編
成し、健全財政 5ヶ年計画の堅持、少子化対策・子育て
総合支援の推進等 6点を上げることができる。第三セク
ターの見直しをするなど、経常経費の抑制に取組んでい
く。地方財政対策では、地方交付税の特別枠として、地
域雇用創出推進費が盛り込まれ、県試算では当市に 1億
5千万円ほど見込まれる。平成 21 年度には、後期基本
計画の策定に着手し、併せて健全財政 5ヵ年計画も新た
に策定する。
【質問】来る 10月は市長選挙がある。出馬の意思は。
〔市長〕しかるべき時に判断する。

遠野農業に欠かせぬ農業委員の活用

菊池 民彌 議員

▲ 明日の遠野を担
にな

う子供達

一般質問（文責は質問者）

▲ 今後の活躍が期待される新農業委員
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一般質問（文責は質問者）

【質問】 農作物を育てる要素
の 1 つに栄養分があり、一
般的には肥料がその役目を
担っている。肥料には大きく
分けて有機質肥料（堆肥）と
無機質肥料（化学肥料）があ
るが、昨今の化学肥料価格の
高騰により農業経営を圧迫し
ている。その対策の一環とし
て堆肥センターの堆肥を最大
限に活用し、加えて土壌診断

を実施し、安価で効果的な施肥方法の検討及び実施に取
組む必要があると考えるがどうか。
〔市長〕水田の土壌診断については、JA 花巻が主体とな
りアストも支援しながら現在で約 700 件ほどの土を各
農家から提供して頂いており、その検査結果に基づいた
適正な施肥設計を行い指導していく予定である。また、
園芸作物についても普及サブセンターと連携しながら土
壌診断、施肥設計をおこない堆肥活用の推進と経費の削
減に努めていく。これまでの農業は、化学肥料に依存し
てきた経緯があり堆肥の効果、活用について周知されて
いないところもあることから、集落営農組織等と連携の
うえ、品目ごとの試験ほ場を設定しながら、堆肥と化学
肥料との適切な組み合わせモデルを検討し、その結果を
農家に PRしながら、地域資源を活用した循環型農業の
推進、土づくりの強化等、遠野型農業の推進について、
農家との共通認識を図りながら、消費者に訴える農産物
の生産を進めていきたい。
〔その他の質問〕　
○遠野市わらすっこ条例の概要と意義について。
　 この条例によって子供主体のまちづくりがどのように
進められていくのか。市としては具体的に何を行って
いくのかについて。

○第四次高齢者福祉計画について。

堆肥センターの有効活用について

浅沼 幸雄 議員

【質問】 この度、近代産業遺
産として宮守町の「めがね橋」
「トンネル」計 4件が経済産
業省から認定されたが、以前
には国の重要文化的景観とし
て荒川高原牧場、伝統的建造
物として国重要文化財の南部
曲り家千葉家、商家仙臺家な
どが認定されている。遠野の
先人が築いてきた生活・文化
が時を経て輝き始めた。歴史

的景観や風致を活用した近隣市町村との連携による新た
な広域観光振興策を示せ。
〔市長〕観光協会等、各関係団体と連携し、遠野の魅力
発信に取組、観光振興と交流人口の拡大を図っていく。
具体的には遠野の「どぶろく」は構造改革第 1号、花巻
の「早池峰神楽」は国の無形文化財第 1号、そして平泉
の「金色堂」は国宝第 1号となっていることから「日本
のナンバーワンな旅物語」を 21年度から商品化してい
く。
【質問】高齢者や障害をもたれる方の災害時における援
護体制、避難支援策を急ぐべきだ。
〔市長〕自主防災組織の結成を加速させ、地域の特性を
生かし地域の見守り体制を全ての地区に波及させたい。
「避難支援プラン全体計画」は消防本部、健康福祉部等
の関係部局の連携のもと、平成 21年度をめどに策定に
取組む。
【質問】23 年 7月にアナログ放送が終了する。地上デジ
タル放送の円滑な移行と課題にどう取組むか。
〔市長〕①難視聴地域の対策は、遠野テレビへの加入促
進で進めたい。②高齢者、障害者への説明と周知につい
ては「とぴあ」での地デジ体験コーナー、とおの広報で
の特集等で。③公共施設の受信障害物には、市が責任を
もって対応する。④振込め事件やアナログテレビの廃棄
については被害防止策や不法投棄防止の監視パトロール
を行う。

広域観光振興策を示せ

石橋 達八 議員

▲ 新たな観光振興策を
（新たな観光のスポットとして注目を集めるめがね橋）▲ 堆肥のさらなる有効活用を
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【質問】上郷町羽場地区は未
舗装が 90％であり、市道路
線の認定に伴い、優先して舗
装改良する必要があるのでは
ないか。
〔市長〕同地区の道路は、ほ
とんどが集落に密着・関連し
た路線であり、現在進めてい
る「生活に身近な道づくり」
計画の見直し等により整備し
ていく予定である。

【質問】中学校再編成の進め方について、教育委員会と
住民とではかなりの温度差を感じるが、市民の不安を解
消し、計画を進めるため、説明責任を果たすべきと思う
が。
〔教育長〕中学校再編成計画は現在の多くの中学校が抱
えている免許外指導教科の恒常的な発生、少人数による
クラス替えのない 9年間などの生徒指導上及び学校経営
上重大な課題を改善し、より良い教育環境の確保を目指
したものである。特に、免許外指導教科について、免許
を所有する教員の確保が難しい場合も考えられるが、県
教委に対して免許を所有する講師配置を求め、それでも
配置されないときは、市独自で講師等を雇用して対応す
る考えを明確に計画案で示している。また、スクールバ
スの通学時間について、実は 1時間以上かかったという
検証結果の話もされたが、スクールバスの運行経路を示
すにあたっては、計画案上で再編成時期としている平成
23年度時の生徒、つまり現在の小学校 4年生から 6年
生の住所状況に基づいて、乗車人数、運行距離や時間を、
実地調査により作成したものである。運行時間は、停留
所ごとに、乗車人数に応じた所要時間を追加し、冬期間
の道路状況を加味しながら、時速 30km台の無理のない
速度で測定したもので、1時間以上かかるような地域は
発生していない。
　今後は、対話を基本に、市民の合意形成に取組む。

中学校再編成計画案への説明責任について

瀧澤 征幸 議員

【質問】農協の加工施設の廃 
止に伴い生産農家は迷ってい
る。
〔市長〕昨年 11 月に発生し
た殺菌不足による飲料の自主
回収により、農協の加工所は
停止になっているが、再開に
は大規模改修と多額の費用と
一定期間を要する。21 年度
中に利用農家の意向を踏ま
え、JA・市・生産者の三者

で検討し、22年までには再開する。
【質問】健康食材として雑穀の需要が高まっているが、
栄養の面からも良い傾向だと思っている。地元の一部の
人々でモチ稗を栽培したが加工施設がなく、生産者が途
方に暮れている。市が所有している水車が利用できない
か。
〔市長〕近年国内において健康食材として雑穀の需要が
高まっている。当市での雑穀の取り組みは個人が主で規
模は小さい。産直等での販売が中心である。機械化が確
立されていないので、作業体系の確立と検証が必要であ
る。又、水光園などにある水車等を利用すれば観光振興
にもなる。
【質問】木工団地は遠野産材の販路に期待をこめてでき
た施設である。この団地もオープンして早 15 年になる
が課題が山積している。自由主義のもと、市場原理の
もとに価格の下落を起こし、厳しい経営を強いられてい
る。地元産である木材産業をより発展されなければなら
ない。今年は住宅販売が 100 万戸から 70 万戸に下がる
といわれている。また、機械の更新が近づいている。隣
町では 7億強もの支援をし、取組んでいる。当市として
も支援を検討してみてはどうか。
〔市長〕市としては職員を配置して市の林業振興及び木
工団地内事業体の活動支援をさらに強化していく。機械
の更新については原則として補助事業の導入は難しい。
各事業体の自助努力で行うことになる。

農業振興について

伊藤 庄吉 議員

▲ 説明責任を果たし、市民との合意形成を

一般質問（文責は質問者）

▲ 遠野産材のより一層の販路拡大を
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一般質問（文責は質問者）

【質問】新組織、環境整備部
と環境基本条例、環境基本計
画との係わりは。
〔市長〕遠野市総合計画前期
基本計画の大綱 1にある「自
然を愛し共生するまちづく
り」と「ふるさと遠野の環境
を守り育てる基本条例」の「環
境基本計画」との整合性を図
り、条例の 12 条にあげられ
ている「あらゆる政策に環境

の保全及び創造について配慮する。」とある基本方針を
踏まえたものである。このことにより、幅広い環境分野
のニーズに対して、今まで以上に環境に配慮、対応して
いく事とし、環境整備をハード・ソフト面で一体的に推
進するとともに、より市民に身近な組織へと移行するも
のである。最終的に、環境重視のまちづくり・市民協働
を一層推進することを主眼としたものである。
【質問】平成 21 年度当初予算及び平成 20 年度最終予算
が前年度に比較して増額となっているが、健全財政 5ヵ
年計画との整合性は。
〔市長〕20 年度最終予算は当初予算に比較すると
13.8％増の約 185 億円となり、また新年度一般会計予
算は166億6500万円で対前年度当初比2.4％増である。
主な原因は、国の経済対策に対応した後年度に予定さ
れている事業の前倒しである。22年度末の市債残高は、
健全財政五ヵ年計画では約 181 億円としているが、そ
の額を上回る予定である。ただ、21 年度末の主要 3基
金の残高は約 18億円が見込まれ、計画の目標額約 3億
円を上回る予定である。人口減少状態をみれば、今後も
市税収入の増加は見込めない。歳出の抑制策として、定
員管理計画による人件費の圧縮、経常経費の一律削減、
市債の繰上げ償還による後年度公債費の軽減等、多岐に
わたって財政の健全化に向けた取組が必要と認識してい
る。

予算と健全財政五ヵ年計画との整合性は

荒川 栄悦 議員

【質問】派遣切りとよばれる
不安定雇用労働者の解雇が、
社会問題化してきている。当
市も市地域連携雇用創出推進
本部を立ち上げ取組んでいる
が現状はどのようなものか。
〔市長〕今回の世界同時不況
は百年に一度といわれ、非正
規労働者のみならず正社員の
削減を行っている事業所もあ
り危機的状況が続いており予

断を許せない状況だ。雇用の確保といった観念と共に、
労働者のセーフティネット等の対策に取り組む必要があ
ることから、今後の国の動向を見極め対応を検討する。
【質問】昨今の農業情勢の中で、後継者のいない農家や
農村の荒廃は目を覆うばかりだ。広大な面積を擁する当
市において市内均衡ある振興を図るため農業の振興は欠
かせない。その実践者となるべき農業経営者確保育成は
緊急の課題だ。
〔市長〕農業生産額の回復と元気な農業を目指して、農
業活性化本部を立ち上げ担い手の問題を含め様々な取組
をしてきた。新規就農者に対する支援策としては、岩手
県農業公社の「就農支援資金」がある。担い手の問題は
当市としても大きな課題であると認識している。
【質問】介護保険第四期事業が始まる。当市においては
市村合併による課題であった保険料の統一が図られる。
それによって、旧遠野市民の保険料負担は大幅に引き上
げられる。合併時の理念であった「サービスは高い方に、
負担は低い方に」からすれば疑問に思わざるをえないが。
〔市長〕これまで宮守町 3,912 円、旧遠野市 3,222 円と
不均一の保険料であったものを合併協定項目に基づき統
一するものである。地域住民への説明会などを通じ、新
しい介護保険料等についても市民理解をいただくよう努
める。

市内企業の雇用環境は

小松 大成 議員

▲環境教育の一貫として行われたごみ川柳大会 ▲さらなる雇用創出を
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予算等審査特別委員会

予算等審査特別委員会 3月4日～3月11日
　予算等審査特別委員会（議長を除く 21 人の議員で構
成、委員長萩野茂男議員、副委員長多田誠一議員）は、
条例 16 件、予算 19 件、その他 7件の 42 議案について
付託を受け、6日間の審査を行いました。
今定例会では 20 年度補正予算等と 21 年度一般会計予
算等が示され、緊急雇用対策事業関連や畜産総合セン
ター整備事業等について活発な質疑が交わされました。
その結果、全 42議案が原案のとおり可決されました。

遠野市わらすっこ条例制定される
遠野市わらすっこ
条例について

中山間直接
支払いについて

【質問】中山間直接支払い
の経過と現状は。
〔答弁〕平成 17 年から行
われている耕作放棄地など
を無くすために急傾斜地、
緩傾斜地に補助している。
現在 55 集落が協定をして
いる。予算は国が2分の1、
県が 4 分の 1、市が 4 分
の 1 負担している。とて
もいい制度である。
【質問】55 集落が協定して
いるようだが市内にはもっ
と対象となる地区があると
思うが。
〔答弁〕1ヘクタールとい
う面積要件もある。又、協
定内容もある。
【質問】この事業は今後も
続くようだが、条件のよく
ない田畑を環境の面からも
維持していくために必要で
ある。公平性をもって進め
るべき。
〔答弁〕畦

けい は ん

畔の維持だけで
はなく機械や施設の共同利
用も行われている。

【質問】遠野市わらすっこ
条例では4種の権利は保障
されているが、「安全に安
心して生きる権利、豊かに
育つ権利、自分が守られる
権利、参加する権利」これ
らの権利が侵害された時、
救済する体制はあるか。
〔答弁〕条例の第 4条に侵
害や危険から守られること
が保障されている。また第
15 条では、市の責務とし
て、市は保護者、地域住民
等、学校等関係者及び関係
機関と連携し、及び協働し、
虐待、体罰、いじめなどの
防止、相談及び救済のため
の必要な措置を講じる、と
ある。市民からの問い合わ
せに対して、子供達の成長
過程で切れ目のない継続的
で一元的な相談の窓口を子
育て総合支援室に設置する
考えだ。就学期における権
利救済に対してもトータル
的に取組むつもりだ。

耕作放棄地の
現状について雇用創出について

【質問】最近の市内での離
職者の状況はどうなってい
るか。
〔答弁〕本年 3 月末で約
300 名になると把握して
いる。
【質問】離職者への対応の
一環として約 7 千 3 百万
円の予算を計上しているが
その内容は。
〔答弁〕緊急雇用創出とい
うことで、市役所の通常の
臨時職員以外の臨時職員採
用（39名予定）に約 3,240
万円。1～ 3年間の農林業
関係の長期雇用（7名予定）
に約 2,350 万円。パソコ
ンや介護の研修に約 850
万円。企業向けのトライア
ル雇用や雇用調整助成金、
いわゆる試験雇用や、企業
に在籍しながらの一時休業
者等への助成に約 820 万
円を計上している。以上の
ように雇用対策に県内でい
ち早く取組んできたが、今
後の動向を見極めながら雇
用創出に努めていきたい。

【質問】農地の流動化は現
在どのような状況となって
いるか。
〔答弁〕農地の流動化、貸
借の状況は、これまで順調
に進んできていたが、昨年
度はそれに歯止めがかかっ
たような状況である。その
理由としては、集落営農の
中で、作業受委託が進んで
いるためである。
【質問】担い手への流動化
と理解してよろしいか。
〔答弁〕認定農業者や担い
手への農地の流動化・貸し
借りは、全体の 75％を占
めている。
【質問】耕作放棄地の面積
は現在どのくらいか。
〔答弁〕昨年 8～ 9 月の 2
カ月間、市長部局職員と
農業委員、同事務局で調査
した。その面積は 19.4 ヘ
クタールとなっている。セ
ンサスでは 200 ヘクター
ルとなっているが、この中
には自己保全管理水田など
の面積も加わった数字であ
る。
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予算等審査特別委員会

民生委員の人員減
への対応について滞納整理機構とは

【質問】滞納整理機構との
連携強化を図るということ
は、収納率を上げる効果が
あるのか。
〔答弁〕効果としては、市
の職員が県の滞納機構の専
門的な知識、手法を取得す
ることにある。又、県と市
がタイアップすることで収
納事務の効率化がすすむ。
【質問】徴収担当長及び県
の滞納機構の職員構成は。
〔答弁〕機構の職員は県総
務部税務課内から担当課長
1名、税務本職 3名、市町
村から派遣職員 8 名の構
成で総勢で 12名である。
【質問】収納体制を強化す
る事は、強制収納を招く不
安がある。又、機構への負
担金は。
〔答弁〕滞納処理が出来な
かった事案もある。機構と
連携する事で収納事務が一
体的に進む。滞納者に対し
て十分留意して対応してい
く。滞納整理機構への負担
金は年額 5万円である。

【質問】民生委員が次期改
選では 6 名減となるよう
であるが、少子高齢化の
中にあって、他の区にまで
民生委員が赴いて一般家庭
にお邪魔するのには大変な
抵抗感があると聞く。プラ
イバシーに関わることなど
もあって、当然のことと考
える。そこで、国が認めな
くても自治体で独自で認め
る民生委員制度のようなも
のを考えることはできない
か。
〔答弁〕厚生労働大臣、岩
手県知事そして遠野市長の
3つの看板を背負っている
民生委員と、そうではない
自治体独自の民生委員が同
時に存在することとなり、
90年以上の歴史を経てい
る民生委員制度において、
その相違点が生まれるこ
と、或いは現状において誇
りをもって活動している方
も大勢おり、手法とすれば
独自の民生委員ということ
も十分あり得ることだが、
このことが大きな課題と
なっている。

▲ 訪問介護員講習を終えた研修生

医療環境の
充実について

生活保護の今後の
増加傾向について

【質問】この経済情勢の中、
離職者が 3、4百人となり、
生活保護に頼らざるを得な
い傾向にあると思うが。
〔答弁〕12 月から相談件
数は増えている。20 年度
は上半期実績で 8件あり、
今後も増加傾向にある。
【質問】生活保護費の資金
の出どころは、国庫予算と
市の一般会計からも8千万
を予算計上しているが、資
格審査はどのような配慮が
なされているか。
〔答弁〕預貯金・生命保険
等と扶養義務調査の 2点。
【質問】この時期だからこ
そ、丁寧な説明が大切に
なってくるが。
〔答弁〕漏えい防止、濫

らんきゅう

給
防止の考え方、相談に来ら
れた方の立場を考慮し、相
談に応じていきたい。
【質問】保護を受けている
世帯・人数は。
〔答弁〕3 月 1 日現在で
169 世帯・212 名で、昨
年より 5世帯・5名が増え
ている。

【質問】4 月から遠野病院
に 2 人の医師が着任し、
充足率も 100％を超える予
定であり喜ばしいことであ
る。
　この良好な状態を継続さ
せる為に、現在まで取組ん
できた受診者の受診態度等
の啓発活動を、更に強める
必要があると思うが。
〔答弁〕21年度の最重点課
題を市民啓発と考えてい
る。
　平成 19、20 年度の啓発
活動で市民の理解と協力が
進み、夜間に集中していた
救急患者が減少しており、
確実に効果が表れてきてい
る。
　21 年度は、小児科の受
診方法や整形外科の受診者
数の制限等の啓発活動を進
めていき、医師の負担軽減
や効率的な受診ができる環
境を充実させたいと考えて
いる。

▲待望の医師着任風景
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予算等審査特別委員会

遠野ツーリズム交流
推進事業について

高騰飼料の
代替について

【質問】畜産経営において
原材料を輸入に頼っている
配合飼料を与える割合が高
いほど経営が不安定になる
ことは、近年の飼料価格の
高騰により証明された。そ
こで代替品としてデント
コーンサイレージの普及に
取組んではどうか。
〔答弁〕アストとしても飼
料の自給率を高める必要
性から、笛吹牧場でデント
コーンの試験栽培を行い、
サイレージを製造し、成
果が上がるようであれば普
及していきたいと考えてい
る。
【質問】現在の畜産農家で
は、サイレージ作りまで手
が回らない。ラッピングサ
イレージを製造し畜産農家
に供給できないか。
〔答弁〕試験栽培では、デ
ントコーンのラッピングサ
イレージを製造する予定で
ある。又、供給については
今後畜産農家との話し合い
の中で検討していく。

【質問】事業の内容は。
〔答弁〕遠野にある自然・
文化・郷土芸能等の地域資
源を活用しながら都市と農
村の交流拡大を図るグリー
ンツーリズムの推進事業で
ある。
【質問】20 年度事業で子供
農山村交流プロジェクトを
実施し、好評と聞くがその
成果は。
〔答弁〕国の先導型モデル
地域として全国 14 地域の
一つとして指定を受け、そ
のモデル校として宮守小
学校の 5年生を、附馬牛・
松崎地域の農家で民泊を
経験させ、子供達にさまざ
まな体験を積ませる事がで
き、非常に良いプロジェク
トであった。
【質問】今後の支援体制、
事業 2 年度目はどのよう
に対応するか。
〔答弁〕国家プロジェクト
でやられてきたが、都市
部では関心が今ひとつであ
る。遠野市は 21 年度も引
き続き実施していきたい。

▲子ども農山漁村交流プロジェクト風景

遠野物語発刊 100周年
記念事業について

遠野まつり分離開催
決定の経緯について

【質問】遠野まつりが 9月
の第3土日に固定との新聞
記事が出され、しかも八幡
宮例大祭と分離開催となっ
たが、その経緯は。
〔答弁〕市民からまつりに
参加しやすい土日に開催
してほしいとの声が多くあ
り、まつり実行委員会とし
ても各種団体等にアンケー
トをとり、結果は 84％の
団体が 9 月の第 3 土日の
開催を望んでいることが分
かった。また、市内で行わ
れている15のイベント（ま
つり）について色々な角
度から検討するために「ふ
るさとのまつり検討委員
会」を立ち上げて様々協議
検討を続けてきた。その中
でも遠野まつりを議論して
いただき、9月の第 3土日
がいいのではないかとの提
言もいただいた。以上のよ
うな経緯を踏まえて、遠野
まつり実行委員会としても
9月の第 3土日に遠野まつ
り開催を決定した。

【質問】遠野物語発刊 100
周年記念事業の計画は。
〔答弁〕プロジェクトは平
成20年10月に立ち上がっ
た。記念事業の概要で市が
主催する事業には、学術的
な遠野物語講座の開催、学
校、家庭で学べるクイズ形
式の小学校高学年、中学生
向けの遠野物語テキストの
作成、高校生以上には遠野
物語入門書の発行、遠野物
語芸術祭の開催等を予定し
ている。この事業のホーム
ページを 4 月までに立ち
上げる。さらに遠野物語の
日宣言をする。
【質問】この記念事業にあ
わせて佐々木喜善をもっと
顕彰、PRすべきではない
か。
〔答弁〕当然、ホームペー
ジでも紹介、入門書でも採
り上げてきちんと明記して
顕彰していく。さらに、伝
承園にある佐々木喜善記念
館もリニューアルする予定
である。

▲今後の盛り上がりが期待される記念事業
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予算等審査特別委員会

ブロイハウスのビール
醸造設備機器について

畜産総合センター
事業の整備について

馬パラチフスの被害に
ついて

【質問】馬パラチフスの被
害額と被害頭数は。
〔答弁〕馬の評価額によっ
て違いがあるが、総額で
2,800 万円、44頭である。
【質問】馬産振興を奨めて
いる市にとっては大きな影
響があると思うが、今後の
馬産振興はどの様に進めて
いくのか。風評被害もある
と思われるし復活までに時
間がかかると思うが。
〔答弁〕法定伝染病である
ので蔓延させないようにす
る。他から入ってくる馬も
いるので血液検査をして浄
化してこれから行われる種
付け業務など支障のないよ
うに清浄化していく。
【質問】44 頭がいなくなる
が、その補充の考えは。
〔答弁〕日本馬事協会、地
方競馬協会など馬の関係機
関からの情報も寄せられて
いて、その中で乗用馬につ
いては馬の配分もあり、そ
れらを参考にして増やした
い。

【質問】畜産総合センタ̶
事業の整備について問う。
〔答弁〕仮称だが、畜産総
合センターを立ち上げる
ことになっている。昨年の
9 月から 6 回ほど関係団
体で協議してきた。12 月
には 4者の首長で協議し、
旧種牛センターの場所に畜
産農家の利便性を図りなが
ら畜産振興を推進していく
ことになる。
【質問】これによって診療
業務や種付け業務の一元化
が図られるのか。
〔答弁〕畜産には防疫の問
題や災害などがあり、全て
のものに対応強化を図り進
めていこうとするものであ
る。
【質問】期待される施設と
思うが 4 者のうち誰が運
営するのか。
〔答弁〕今、協議中である。
恐らく市の畜産担当がする
ことになると思うが決定し
たならば、お示しする。

▲遠野の主幹産業のひとつ「畜産」

地区センターの
設置について

【質問】市村合併後、当時
の地域の状況とはかなり
違ってきている。旧遠野市
では交通安全協会や防犯協
会、地域教育協議会などが
地区センターの指導のもと
うまく機能している。3年
も経過しているが、達曽部、
鱒沢への地区センター配置
はどうなっているか。
〔答弁〕地区センターのあ
り方について、合併当時は
宮守地区には 1 つという
ことで進めてきたが、市民
協働による管理運営等のあ
り方、市民センター運営協
議会等の中で総合的な検討
を行っている段階である。
しかし、北上市などは、地
区センターを全部廃止し、
民間の指定管理者に管理さ
せる動きなどもあり、様々
検討を要すると考えてい
る。総合支所の中に地区セ
ンターを設置し、専門の地
区担当職員を配置しなが
ら、今後のあり方を検討し
ていく。

【質問】どのような経過で
売払いになったのか。
〔答弁〕指定管理者と相談
し内部検討を行い、ビール
醸造釜については、今後使
用する見込みがないという
事から一般競争入札で売払
うことになった。
【質問】施設のシンボルで
あったが何も無くなった。
今後そのスペースの使用計
画は。
〔答弁〕レプリカでビール
の代替釜を設置し、雰囲気
を醸

かも

し出しながら誘客する
と聞いている。
【質問】ビールを造らなけ
れば、新たな内容で施設を
整備して誘客を図るのが望
ましいのではないか。
〔答弁〕ワサビエールにつ
いては、施設での醸造予
定はないが、昨年から業者
に製造委託し販売はしてい
る。宮守地区で東北一の生
産を誇るワサビと地ビール
は今後とも維持発展させて
いきたい。

▲遠野麦
ビ ー ル

酒苑グランドオープンの様子
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■議員全員協議会（2月5日開催）
 ・遠野市農業委員会委員の推薦について
■議員全員協議会（2月13日開催）
 ・国の第2次補正予算に対応した市の取組について
■議員全員協議会（2月17日開催）
 ・平成21年度主要事業について
 ・遠野市わらすっこ条例等の制定について
・遠野市特別職の給与に関する条例等の一部改正について
 ・ 遠野市ハートフルプラン2009 第四次高齢者福祉計画・
第 4期介護保険事業計画について

 ・遠野市斎場整備事業について
 ・遠野市総合防災センター基本計画の概要について
■議員全員協議会（3月12日開催）
 ・ 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることに
ついて

■議会推薦による遠野市農業委員会委員
　及川 傳

た だ ひ ろ

弘氏（綾織町）　佐々木 義弘氏（小友町）
　小森 清市氏（上郷町）　菊池 信子氏（宮守町）

各種委員会等報告

意見 の書 付送
　今定例会で可決した意見書 2件は、平成 21 年 3 月
12日付け、遠野市議会議長名で衆議院議長、参議院議長・
内閣総理大臣・総務・法務・厚生労働の各大臣あてに
送付しました。

議員 議発 案
　今定例会には、4件の発議案が提出され、原案のとお
り可決しました。可決した条例・規則・意見書は以下の
とおり。
■遠野市議会委員会条例の一部を改正する条例
■遠野市議会会議規則の一部を改正する規則
■障害者自立支援法の抜本的な改正を求める意見書
■ 「嫡出推定」に関する民法改正と救済対象の拡大を
求める意見書 6月定例会の予定

◆定例会は6月5日（金）開会の予定です。
　詳しくは議会事務局まで。
○議会へのご意見、ご要望をお待ちしております。
　議会事務局 62-2111（内線271）
　gikai@city.tono.iwate.jp

　日ごとに春の便りが各地から聞こえてくる今日この頃です。今定例会の議論は
外の寒さに比べるととても熱いものでした。と言うのも、補正に係わる予算等の審
査を1日にし、21 年度に係わる予算等の審査を5日にしたからです。そのうち
条例としては、市民センター条例の改正で地区センターのありようについて、わら
すっこ条例の制定で子供の権利を守ること、子育てに関する支援、取決め、環境
等について時間をかけ審査されました。また、予算においても農林・畜産振興、
商工振興等経済活性化についても深く議論されました。議論が深まれば深まるほ
ど新たな課題が浮き彫りになってくるし、議員の立場から市政課題の解決を目指
していかなければないらないと強く思いました。それにつけても、いただいた定
額給付金をどう使おうかな…もちろん生活費としていただきます（女房）。

（荒川栄悦議員）

樋口 真衣さん（宮守町）

　小学生の頃に見た写真。それが私と遠野との出
会いでした。青い空、白い雲の下に青々とした田
んぼ、その中に点在する家、そして濃い緑の山々
…遠野盆地を高台から写したもので「こんなとこ
ろが故郷だったら素敵だなぁ」と憧れた覚えがあ
ります。そして本当に遠野に住むことになった訳
ですが、「こんな風景がまだ日本に残っていたの
か！」と驚くことが沢山ありました。セメントに
固められていない川、あちこちに残る石碑・お
杜。これからも残してほしい景色ばかりです。そ
んな風景も大好きなのですが、遠野での一番の収
穫は人との出会いでした。私は生きる知恵袋のよ
うな‘素敵なおばあちゃん’を目指しているので
すが、遠野には目標となる方々が沢山いらっしゃ
います。これからも遠野の方々に色々知恵や技を
教えてもらって、夢に一歩でも近づきたいと思っ
ています。

わたしの
ひとこと
私と遠野との
出会い


	P01
	P02
	P03
	P04
	P05
	P06
	P07
	P08
	P09
	P10
	P11
	P12

